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② ご執筆依頼方針について： 
＜執筆の対象となる偉人について＞ 

歴史上の人物から近現代まで、学問・医療・教育・文化・芸術・技術・
産業・社会活動、そして日本の安全保障など多様な分野での偉人を執筆
者が自らご選定頂けます。 
＊ご参考＜偉人＞：別紙１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜希望する執筆の内容について＞ 
・偉人の誇れるエピソードを中心に据え、そのエピソードがなぜ誇りに値す

るのかが伝わるように表現して頂く。 
・偉人の業績の結果のみを並べるのではなく、人物がどのような志を抱き、

どのような困難を乗り越え、どのような選択を重ねたかという過程を描
く。過程を描くことで、誇れるエピソードに奥行きと説得力が生まれ、読
者が単なる偉業の知識ではなく、そこに込められた精神を受け取ることが
できるように表現して頂く。     

・偉人を一面的な英雄として理想化するのではなく、偉人が抱いた迷いや試
行錯誤にも適切に触れることで、読者が「自分と共感する存在」として受
け止められるように表現して頂く（同じ人間として共感できる描写が、か
えって人物の志の尊さを際立たせる為）。    

・偉人が生きた時代の社会的背景にも触れ、日本という国の歩みの中に偉人
を位置づける。個人の業績を孤立した出来事としてではなく、日本の歴史
の連続性の中で捉えられる記述を心がけるように表現して頂く。ただし、
偉人の生涯を網羅する必要はなく、誇れるエピソードが最もよく表れてい
る時期に重点を置いてよいものとします。 

・専門用語は平易に言い換え、小学校高学年でも読み進められる表現を基 
本とする。ただし内容の水準は下げず、適切な補足で理解を助けるように
表現して頂く。 

 
 
 
 
 


